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1．はじめに

2018年 11月 22日，23日に開催された人工知能
学会合同研究会 2018のインタラクティブ情報アク
セスと可視化マイニング研究会に参加し，「食材と
時季に基づいた料理レシピの人気分析」［1］という題
で 25分の口頭発表と 5分の質疑を行った．（図 1）

2．研究内容

2.1 研究背景
近年，料理レシピ共有サイトが普及しており，投
稿された大量のレシピを分析し，「利用食材」など
の観点から料理レシピを科学的に分析する研究が活
発化している．しかし，料理レシピ共有サイトから
は，「つくレポ」などからレシピの人気度が観測可

能であり，そのような「ユーザーコミュニケーショ
ン」の観点から料理レシピを科学的に分析した研究
はほとんどない．そのため，本研究ではレシピが人
気を獲得する要因として利用食材（食材ユニグラ
ム），ある時季での利用状況が活発化する食材（ア
クティブ食材ユニグラム），食材の利用手順（食材
バイグラム），ある時季での出現状況が活発化する
食材バイグラム（アクティブ食材バイグラム）の 4

つに着目し，各観点から料理レシピの人気分析を行
う．そして，日本の料理レシピ共有サイト CookPad

の実データを用いた実験で，人気分析の結果を報告
する．

2.2 分析法
対象とする日本の料理レシピ共有サイトにおい
て，数年間に投稿されたレシピ全体�を，人気を
得たレシピの��と，それ以外のレシピ��に分割
する．またレシピ全体を，属性�を持つものとそ
れ以外に分割することで表 1の様な 2×2分割表を
作成し��検定に基づいて調査する．ここで属性�
を，食材ユニグラム�を用いている，アクティブ
時季��内で食材ユニグラム�を用いている，食材
バイグラム���を用いている，アクティブ時季����内で食材バイグラム���を用いている，の 4

つと定義し，それぞれの属性において人気と関係の
ある要素を分析する．
ここで，アクティブ時季は平年と比較して利用頻
度が高い期間を指し，本研究室で開発した手法［2］を
応用して抽出した．また，食材バイグラムはレシピ
の調理手順を用いて抽出した．

2.3 実験
Cookpad におけるカテゴリ「野菜のおかず」を含
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図 1 発表の様子
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むレシピのデータ用いて各属性に関して人気と関係
性のある要素を抽出した．この際，人気を獲得した
レシピをレシピが投稿されてから 1年間の内に投稿
された「つくれぽ」の数が全体の平均以上のものと
した．このとき，人気レシピの割合は�������と
なった．分析を行うにあたり，属性�を持つレシ
ピの数を，������������と表し，そのようなレシ
ピが人気になる確率を，����������と表す．
結果の一つとして，アクティブ食材バイグラムの
分析結果を図 2に示す．ここでは，「コンソメ→ブ
ロッコリー」などが高い人気獲得率を持つことがわ

かる．図 3は抽出された食材バイグラムのアクティ
ブ時季を示したものとなり，「コンソメ→ブロッコ
リー」は秋から春までの期間にアクティブ時季があ
ることがわかる．すなわち，アクティブ食材バイグ
ラムの人気への貢献度が高い時季は限られる傾向が
あると考えられるため，時季とともに順序性に着目
することは，人気分析を行ううえで意義深いことが
示唆された．

3．おわりに

今回の研究会では，学部生として初めて口頭発表
を行う機会を頂き，非常に緊張しましたが有意義な
時間を過ごさせていただきました．質疑で指摘され
た内容を今後に生かし，研究や発表の質を向上して
いきたいと思います．
最後に，今回の研究を行うにあたってご指導を頂
いた木村昌弘教授，熊野雅仁実験講師，小堀聡教
授，ならびに研究室の皆様に深く感謝致します．
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図 2 アクティブ食材バイグラムの分析結果

図 3 アクティブ食材バイグラムのアクティブ時季
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